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問1 1930年代前半、日本が国際的な孤立を深めることになった外交上の経緯について述べた文として、最も適切なものはどれか。
（2019年　奈良公立入試　類似）

1.  満州事変後の状況を調査したリ
ットン調査団の報告に基づく勧告
案が、国際連盟総会で可決された
ことに反発し、日本は同組織から
の脱退を表明した。

2.  国際連合が日本の満州占領を不
当とする決議を採択したため、日
本はこれに抗議して常任理事国の
権利を放棄し、組織から離脱し
た。

3.  ワシントン会議において主力艦
の保有制限が課されたことに不満
を持ち、日本は国際協力体制を拒
否して国際連盟を脱退することを
宣言した。

4.  日本が満州国の建国を宣言した
際、隣接する中国との和解を勧告
するリットン調査団の提案を無視
し、一方的に国際連合を脱退し
た。

問2 日露戦争後の満州経営の流れを受け、1931年の満州事変を契機として、日本が翌1932年に中国東北部に建国を宣言した国家
を何といいますか。 （2020年　北海道公立入試　類似）

1.  満州国 2.  義和団事件 3.  三国干渉 4.  大韓帝国

問3 ニューディール政策の具体的な内容として、1933年からのアメリカの状況を説明した記述のうち、失業者の救済と景気回復を
目的として行われた取り組みとして最も適切なものはどれですか。 （2026年　福島公立入試　類似）

1.  テネシー川流域開発などの公共
事業を積極的に起こし、雇用を創
出した。

2.  農業や工業の生産量を無制限に
増やすことで、市場に商品をあふ
れさせた。

3.  自由放任主義に基づき、政府は
一切の経済活動への介入を控え
た。

4.  ファシズムの考え方に基づき、
議会を解散して大統領に全権を集
中させた。

問4 1929年に始まった世界恐慌に対し、アメリカのローズベルト大統領が実施した、政府が積極的に経済へ介入することで景気の
回復を図った一連の政策を何といいますか。 （2015年　歴史公立入試　類似）

1.  ニューディール政策 2.  ブロック経済 3.  五か年計画 4.  新経済政策（ネップ）

問5 日露戦争の際、戦地へ送られた弟を思い、雑誌『明星』に「君死にたまふことなかれ」という詩を発表しました。当時の日本
社会が戦争へと突き進む中で、一人の国民としての切実な心情を表現し、大きな反響を呼んだ人物は誰ですか。 （2024年　宮崎公立入

試　類似）

1.  平塚らいてう 2.  津田梅子 3.  与謝野晶子 4.  樋口一葉

問6 1941年にアメリカとイギリスの両首脳によって発表された「大西洋憲章」の歴史的な意義について述べた文として、最も適切
なものを次の中から選びなさい。 （2024年　茨城県公立入試　類似）

1.  領土の不拡大や民族自決、平和
維持機構の設立準備を掲げ、戦後
の国際連合設立の基礎となった。

2.  日本に対して無条件降伏を求め
るための最終的な勧告となり、戦
後の民主化政策の指針となった。

3.  第一次世界大戦の講和条約に基
づき、日本が中国に対して利権の
拡大を求めた要求の総称である。

4.  核兵器を「持たず、作らず、持
ち込ませず」という日本の平和主
義を世界に示す規範となった。

問7 1930年代後半のヨーロッパ情勢と第二次世界大戦の開始に関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2023年　長崎公立入試　

類似）

1.  ドイツによるポーランドへの軍
事侵攻を受け、イギリスやフラン
スが宣戦布告したことで大戦が始
まった。

2.  ドイツが永世中立国であったス
イスに侵攻したため、国際連盟が
即座に軍事制裁を決定し、大戦へ
と発展した。

3.  ドイツとスペインが軍事同盟を
締結し、共同でフランスへの攻撃
を開始したことが大戦の直接の引
き金となった。

4.  ドイツによるオランダ占領に対
し、アジアの植民地を守ろうとし
た日本がドイツに宣戦布告したこ
とで始まった。

問8 1940年に日本、ドイツ、イタリアの三か国が結んだ同盟と、その当時の国際関係の説明として正しいものはどれか。 （2020年　北

海道公立入試　類似）

1.  日独伊三国同盟を結んだ三か国
は枢軸国と呼ばれ、アメリカやイ
ギリスなどの連合国と対立した

2.  日独伊三国同盟を背景に、日本
はソビエト社会主義共和国連邦と
軍事同盟を強化して連合国に対抗
した

3.  日独伊三国同盟によって、フラ
ンスを含むヨーロッパの主要な民
主主義国が日本との連携を深めた

4.  日独伊三国同盟は、国際連盟を
中心とした平和的な解決を目指す
ための経済協力組織であった


